
 

 
 

支払基金統一事例 

【 医学管理 】 

 

１０８ 慢性疼痛疾患管理料の算定について 

 

《令和６年４月３０日》 

 

○ 取扱い 

 

① 骨折、脱臼、捻挫に対する初診月のＢ001「17」慢性疼痛疾患管理料の算

定は、原則として認められない。 

② 筋膜炎に対するＢ001「17」慢性疼痛疾患管理料の算定は、原則として認

められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

Ｂ001「17」慢性疼痛疾患管理料については、厚生労働省告示※1 に、慢性疼

痛に係る疾患を主病とする患者に対して、療養上必要な指導を行った場合に

算定する旨規定されている。また、厚生労働省通知※2 に「変形性膝関節症、筋

筋膜性腰痛症等の疼痛を主病とし、疼痛による運動制限を改善する等の目的

でマッサージ又は器具等による療法を行った場合に算定することができる」

と示されている。 

初診月の骨折、脱臼、捻挫は外部要因等による（疼痛を呈する）急性疾患で

あり、「慢性疼痛に係る疾患」とは言えない。 

以上のことから、骨折、脱臼、捻挫に対する初診月のＢ001「17」慢性疼痛

疾患管理料の算定は原則として認められないと判断した。 

また、筋膜炎における疼痛は、筋筋膜性腰痛症と同様の発症機序と判断でき

ることから、当該管理料の算定は原則として認められると判断した。 

 

 

（※1）診療報酬の算定方法 

（※2）診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について 
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